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5) ライオンズ 『理論言語学』337ページ (大修館書店,1973年)0
6) 二三浦つとむ 『認識と言語の理論 第二部』493-501ページ (勤葦書房,1967年)0










































































































































1) ウスペンスキー 『構成の詩学』91ページ (法政大学出版局,1986年)0









































































1) 久保 (平田)由美 ｢近代文学における叙述の装置｣(『文学』1984年4月)0
2) ｢近代小説の言説｣(『日本文学』1984年7月)｡ここで三谷は 『浮雲』中の ｢今日思懸けなくも,
(中略)諭旨免職となった｣という文をひいて ｢『今口』でありながら｢た｣という過去 (文法上で
はない)が記されている｣と述べている｡文法上でない過去というのがどのようなものを意味する
のかは分明ではないが,これまでの議論からもわかるように,物語世界内の第三者によって叙述さ
れているこの文における ｢た｣はテンスとしての過去ではなく,アスペクトとしての完了をしめす
ものである｡第二節で上げた ｢大きくなる/大きくなった｣の対立と同様,動作性動詞 ｢なる｣の
現在形はむしろ未然としての未来を示すと考えてよい｡
3) 『物語の構造』187-190ページ (岩波書店,1989年)C
4)前掲書,239ページ｡
5) 池上嘉彦 ｢日本語の語りのテクストにおける時制の転換について｣(『語り/文化のナラトロジ
』ー東海大学出版会,1986年)0
6)波多野完治 『文章心理学<新稿>』223-231ページ (大日本凶書,1965年)｡
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